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１. はじめに
近年､保幼小連携の重要性がさかんに論じられて
いる｡ 保幼小連携は､平成元年(1989)の小学校学習
指導要領の改訂における生活科の新設が契機となる｡
生活科の設置は､昭和40年代に始まった小学校低学
年教科の在り方反省と教科再構成への模索に端を発
して､各審議会で20余年にわたって検討されてきた
結実1)であるが､昭和58年(1983)中央教育審議会の教
育内容等小委員会で｢幼稚園年長児と小学校低学年
では､心身の発達に共通性が高いため､その教育方法
や内容に共通性や連続性が必要｣という報告が出さ
れ､それを受けて体験や活動を重視する｢生活｣とい
う科目が小学校１・２年生に設置された｡ この頃か
ら､幼稚園と小学校での教育の連続性が着目される
ようになった｡
平成10年(1998)の中央教育審議会の答申では､｢幼
稚園・保育所から小学校への接続が円滑に行われる
ようにするため､情報提供の充実や教育内容のいっ
そうの連携が求められる｣2)､平成11年(1999)には､文
科省の研究開発テーマとして｢幼稚園と小学校の連
携を視野に入れた教育課程の研究｣が推進され､全国
の研究協力園や学校において幼小連携の研究が行わ
れた｡ さらに平成13年(2001)の｢幼児教育振興プロ
グラム｣3)においては､｢幼稚園教育と小学校教育との
間で円滑な移行や接続を図る観点に立って､幼稚園
と小学校の連携を推進する｣こととされた｡
そして､平成20年３月28日に告示化された小学校
学習指導要領・幼稚園教育要領・保育所保育指針で
は､各要領・指針のそれぞれに連携の必要性が盛り
込まれた｡ 小学校学習指導要領には｢小学校間､幼稚
園や保育所､中学校及び特別支援学校などとの間の
連携や交流を図るとともに､障害のある幼児児童生
徒との交流及び共同学習や高齢者などとの交流の機
会を設けること｣､幼稚園教育要領には｢幼稚園教育
と小学校教育との円滑な接続のため､幼児と児童の
交流の機会を設けたり､小学校の教師との意見交換
や合同の研究の機会を設けたりするなど､連携を図
るようにすること｣､保育所保育指針には｢就学に向
けて､保育所の子どもと小学校の児童との交流､職員
同士の交流､情報共有や相互理解など小学校との積
極的な連携を図るよう配慮すること｣という文章が
加えられ､保幼小の連携を図ることが明示された｡
このように､生活科の設置から議題として挙げら
れてきた幼小連携が､ここ20年の間に保育所も含め
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た保幼小連携として推進されるようになった｡ また
平成11年以降には､幼小連携を研究テーマとした実
践研究が多く行われ､全国で幼小連携実践の模索が
行われてきた｡ 本稿では､それらの動向や実践報告
を分類し､そこから見えてきた幼小連携の意義や課
題を明らかにすると同時に､今後の保幼小連携の取
り組みへの一助となるよう､その方向性を示すこと
を目的としたい｡
２. 幼小連携の実践例
保幼小連携の実践をみると､文科省の指定研究と
して行われているものが多いため､子どもの交流を
主とした連携は､幼稚園と小学校との連携実践がほ
とんどである｡ 一方､子どもの情報共有や協議会の
設置による連携は､保幼小の三者で行われている｡
保幼小連携の実践例のうち､特に保幼小連携を進め
る上で参考になる例を以下にまとめた｡
１) 情報共有・協議会の設置による連携
従来から幼稚園は､幼児の入園から卒園までの発
達過程を記した幼稚園幼児指導要録を作成し､最終
学年である年長児１年間の記録を小学校に送付して
いるが､平成20年に告示化された保育所保育指針に
より､保育所も幼稚園と同様に､保育所児童保育要録
を小学校に送付することとなった｡ 幼稚園と保育所
が共に子どもの育ちを小学校に送付し､小学校教育
に活かす形になったことは､保幼が足並みをそろえ､
小学校との連携の道筋を整えている段階であるとい
えよう｡
また､小学校就学前の幼児の在籍する保育所・幼
稚園の保育者と､就学先である小学校の関係教員が
一同に会する保幼小連絡協議会が設置され､各地で
小学校就学前の時期に協議会が行われるようになっ
た｡ これは､保育所・幼稚園時代の幼児の様子や特
別な支援の必要な幼児の情報が小学校に伝わること
で､子どもがよりよい小学校教育が受けられること
につながり､小学校教員も教育の方針が立てやすく
なるというメリットがある｡
今までは､保幼小の保育者・教員ともに､保・幼と
小学校は教育目標や教育内容・教育方法が異なるた
め､連携の必要性をそれほど認識しないできたが､今
後は保幼と小学校がお互いに情報を共有し､子ども
が保幼からスムーズに小学校に移行できるように配
慮する必要性を認識し始めた段階であるといえる｡
２) 子ども同士の交流と学習の機会を通じた連携
子ども同士の交流と学習の機会を主とした連携と
しては､行事での活動を共有し交流を図ることや､小
学校の生活科､教科教育､総合学習などの授業と保育
所・幼稚園での活動を連携させて行うものがある｡
行事での活動では､例えば､小学校で行う運動会
に幼稚園の幼児が参加することや､小学校で行うお
祭りや文化祭に幼児を招待したり､幼稚園でのイベ
ントに小学生を招待することがある4)｡ この交流活
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■職員同士の交流
○情報共有・協議会の設置
・就学時の情報伝達(幼稚園幼児指導要録､保育所
児童保育要録の送付)
・保幼小連絡協議会の設置
・幼児・児童の様子を情報交換する機会
■子ども同士の交流と学習の機会
○保・幼の子どもと小学校児童との交流の機会
運動会､お祭りなどの行事活動(おばけやしき､
ゲーム作り､劇の上演など)
小学校の休憩時間などに保・幼で遊ぶ
○保・幼と､小学校のカリキュラム上の連携(生活
科､総合学習､教科教育の中で)
就学前の幼児を小学校に招待し交流する活動
遊びの活動､ものづくり活動
野菜の栽培と収穫､料理して食べる活動
絵本の読み聞かせ､歌を歌ったり音で遊ぶ活
動
カレンダー作りの活動
■職員同士の交流
○相互理解と合同研究
保育・授業の実践についての合同研修会や実
践検討会､保・幼・小の教育課程・保育課程
の見直し
動の意味は､幼児や小学生が招待する相手のことを
考えながら､楽しんでもらうための工夫や試行錯誤
をすること､招待された側はいろいろな工夫された
活動を見て刺激を受け､それをモデルとして同じよ
うに活動してみたりするなど､幼児や小学生ともに
交流活動を通じての学びの効果がある｡
小学校の休憩時間内での交流でも､長期に渡り
交流が続けば､子どもにとっても大きな育ちの機会
になることがある5)｡ 例えば､小学校では問題児とさ
れる高学年の児童が､幼稚園に何度も来て子どもと
遊んだり絵本を読んであげたりすることで､その児
童自身が変化し､その児童の担任の見方も変化した
という事例がある｡ 幼稚園という場が､小学校教育
の学習の場､小学校の人間関係の場､教師から評価さ
れる場とは違う環境として機能し､児童が自分らし
さを発見し､自己肯定感を持つことができるなど､幼
小の長期的な交流でお互いの幼児児童とその教師に
影響し合うことも報告されている｡
小学校での生活科､総合的な学習の時間､教科教育
における保育所・幼稚園との連携では､様々な実践
事例が報告されているが､主に小学校就学前の時期
における幼稚園の年長児の小学校への移行期の連携
実践と､年間を通じて幼小で継続的に連携を行って
いく実践の２つが特徴的である｡
小学校への移行期の連携では､幼稚園の年長児
と小学校１年生が小学校就学前に行った連携実践が
ある6)｡ これは､小学校就学２か月前の１月下旬から
２月初旬に､１年生の生活科の授業として行ったも
のであるが､領域・生活｢ようこそ小学校のせいかへ｣
の単元で､｢１なかよくなろう(2)｣ ｢２いっしょにあ
そぼう(2)｣ ｢３いっしょにおべんきょうしよう(4)｣
｢４おめでとう１年生(2)｣という全10時間の学習指
導計画で構成されている｡ 幼稚園児は小学校に出か
けていき､グループごとに分かれて何をして遊ぶか
を話し合ったり､決めた遊びを一緒にすることや､小
学校には｢勉強｣があるのでそれを教えるということ
で､１年生教室で椅子に座り､机に向っての授業体験
をしたり､学校探検案内をしたりするなどの活動を
行った｡ これらの活動を通じて､１年生はいかに小
学校のことを幼児に教えてあげられるかを考え､お
兄さんお姉さんらしくふるまうことで小学校１年間
の自己の成長を知る機会となった｡ 一方年長児は､
２ヶ月後入学する小学校のことを知り､不安を和ら
げたり就学に興味を持つことができた｡ また､幼小
の担任教諭が感想を述べながら研究協議する中で､
幼児・児童の発想のおもしろさや成長､活動におい
て配慮・工夫すべき点などがみえたという点で､双
方にとって意味のある連携実践となっている｡
この実践は､小学校を活動拠点とし､小学校教育そ
のものに幼児が入ると､幼児はどのような反応と取
り組みをするのかを子どもの姿から考えたという点
において､幼稚園と小学校の教育の違いに踏み込ん
だ実践研究として意味がある｡
継続的な連携では､附属小学校と幼稚園のさま
ざまな学年との交流実践が挙げられる7)｡ ５年生と
幼稚園年長児の小学校入園前の遊び活動の交流や､
２年生と幼稚園年長児との｢なかよし畑作り｣ ｢きな
こ作りをしよう｣ ｢音楽劇たぬきの糸車の観劇｣ ｢き
なこ・みそ汁パーティー｣ ｢おばけやしきに招待し
よう｣などの実践は､連携活動がイベントに終わらず､
様々な活動を恒常的に連携していく形で実践されて
いる｡ これらの中では､幼稚園の幼児にとって､｢あ
のようにしてみたい｣と小学生のまねをして悪戦苦
闘して取り組む姿は､年長者が憧れの対象となり､よ
い活動モデルとなっている点で連携の意義であると
いえよう｡ また､子ども間での教え合いや子どもの
新たな面の発見､幼小の教師間でお互いの職員室に
足を運ぶことへの抵抗感が薄れてきた点など､連携
の中から幼小の子どもと教員相互に大きな育ちをも
たらしていることがある｡
この実践は､附属の幼小での連携のため､頻繁な交
流活動を行うことができるという特性があるが､地
区の中の保幼小の数が少ない地域であれば､連携を
継続して行う例として参考になるであろう｡
継続的な連携活動の中でも､特に１年生と幼稚
園年長児の10月｢カレンダーを作ろう｣の活動は､１
年生の算数｢20までのかず｣の単元をもとに､｢夏休み
(８月)のカレンダーを作ろう｣ ｢数のつながりにつ
いて考えよう｣ ｢お気に入りのカレンダーを作ろう｣
小山優子：保幼小連携実践の意義と課題 － 11 －
の計９時間の学習計画の実践である8)｡ １年生のね
らいは､｢30までの数｣や｢日や曜日などの月の構成｣
を理解し､カレンダーの意味や数の法則性の不思議
さやおもしろさに触れることであるが､児童が､カレ
ンダーの意味や数字や曜日の配列を理解した最終時
に幼児と一緒にカレンダー作りを行い､幼児に教え
たり自分なりのカレンダーを作成したりする活動で
ある｡ 幼児にとっては､１年生が自作のカレンダー
を持って案内にきてくれたことから､カレンダー作
りをクラスで話し合い､カレンダーとは何か､どのよ
うなカレンダーを作りたいのかなど､カレンダーの
意味や特徴を理解し､幼児の作りたいカレンダーを
１年生に教えてもらいながら作る活動である｡
この実践は､幼児にとっても､年長の宿泊保育や運
動会の時にカレンダーを使って計画・準備した経験
があり､カレンダーは身近な題材であり､また自分ら
しいカレンダーを作る過程で､生活の中にある数に
関心を持ち､再度カレンダーの意味や見通しを持っ
て生活する意味を理解する活動になっている｡ １年
生にとっても､教科書中心の授業だけでなく､生活に
結びついた数の学習を行い､算数を学ぶことの必然
性を知る活動となった点で意味がある｡ 小学校での
教科教育の内容と､保幼での生活の中から必要な知
識や技能を学ぶという教育方法が組み合わされ､幼
稚園の幼児と小学校の児童がそれぞれ意味のある学
びになるような連携となった実践例として､大変参
考になる事例である｡
職員同士の連携として､保幼小の相互理解と合
同研究が挙げられる｡ これは､例えば～までの
実践を通して､保育所・幼稚園の保育者と小学校の
教員が､保育や授業などの実践についての合同研修
会や実践検討会を行い､相互の教育目標や教育内容・
教育方法について理解したり､保・幼・小の教育課
程(保育課程)の見直しをすることである｡ これは保
育者や教師それぞれの教育力の向上につながり､子
どもにとってもよい教育を受けられることにつなが
るのである｡
３. 幼小の教諭の意識のズレ
幼小連携の研究実践を行う中でよく生じることは､
幼稚園と小学校間で連携先に対する理解不足と連携
先への批判が出ることである｡ その理由は､幼稚園
と小学校の教育目標・教育内容・教育方法の違いが
大きいことによるからである｡ 教員間の意識のズレ
は､連携が進まないことに直結するが､以下の点は保
幼小連携の前提条件となるため､分類してまとめて
おく｡
１) 幼小の教育方法・学習形態の違い
小学校教育では､教師の指示を理解し行動するこ
とが求められるが､幼児期にルールやマナーなどの
基本的なしつけや集団生活が身についていない子が
おり､小学校就学前に集団活動ができる力を養って
から入学してほしいという小学校側からの意見があ
る｡ 一方､幼稚園側では､小学校入学当初から､机と
イスに45分間座って授業を受けることへの疑問を持
ち､１年生は､まだ活動や実体験の中から物事を知る
ことも多いため､全員45分間同じ内容で学ぶことが
難しいという意見がある｡
○保育所・幼稚園(以下､保幼)で机とイスで45分間
座って授業を受けるという経験をしていない子ども
が､小学校の学びの形式に対応できないのは当然で
ある｡ 保幼では｢遊びと生活を中心とした活動｣､小
学校では｢教科に基づく一斉教授｣と､学び方の形態
が違う｡ 小学校入学前後は学習形態の違いから段差
のできる時期であり､この時に子どもが保幼から小
学校に移行しやすい学習環境を工夫する必要がある｡
例えば､１年生では､45分の活動内容に変化を持たせ､
歌や手遊び､ゲーム的遊びを授業の中や内容の節目
に入れること､また床に座っての活動も増やすこと
などである｡
○保幼の年長児では､特にクラスみんなでする活動
(設定活動や一斉活動)を､子どもの発達段階に応じ
て行うことが重要である｡ 教師や他の子どもの話を
しっかりと聞く力を育てることや､絵本や童話など
を集中して聞く力を養うこと､机とイスで絵を描い
たりするなどのじっくりと集中して取り組む活動を
行うことも必要である｡ また､小学校入学時に１年
生が身につけねばならないことは､授業の進め方を
理解し､授業の受け方・意見の言い方などの作法や
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型といった授業を受ける前提事項の習得である｡ そ
れを身につけないと小学校の学習を進められないか
らであるが､これらは保幼の年長児の後半頃から､保
育者が意識的に子どもに習得させるように活動を考
え､みんなで行う活動や規律をきちんとできるよう
にすることも大切である｡
２) 幼小の学習目標・学習内容の違い
小学校側の意見としては､｢幼稚園で自発的に行う
遊びの中の学びでは､嫌なことや好きでないことに
取り組む力が育たない｣ ｢幼稚園での遊びの中に５
領域がきちんと含まれているのか､小学校のように
系統立てた学びが遊びの中で体験できていない｣な
どである｡ 一方で､幼稚園側の意見としては､｢小学
校では､無理に短期間に学ばねばならないことが多
いが､個々の子どもの発達過程を踏まえて理解する
必要がある｣というものである｡
○幼児期は､大人から言われてする指示待ち人間を
育てるのではなく､自主性・自発性を伸ばすことが
重要である｡ 幼稚園の遊びの時間の中で､子どもが
自分でやりたい遊びを見つけ､友達と関わっていく
ことはかなりの力がいる｡ 子ども自らが知りたい､
やってみたいと思ったことが幼児期の学びとして価
値があり､その形の方が子どもの経験として深く根
付くという考え方が根底にある｡ また､その子ども
の嫌いなこと・苦手なことをそのままにしている訳
ではなく､個人に応じて､個別の課題として嫌いなこ
と・苦手なことを克服できるように保育者が子ども
に働きかけている｡
○幼児期は個人差の大きい時期なので､小学校のよ
うに単元ごとの短期の目標は立てず､中・長期的な
スパンで子どもの成長を見る教育をしている｡ しか
し､保幼の年長児になると､各々の活動のねらいも短
期で達成しやすくなる発達段階に入る｡ それゆえ､
子どもの個人差を考慮しながら､保育者が短期的な
活動の目標やねらいも明確に持って保育を行う必要
がある｡
３) 活動内容・学習内容の水準の問題
幼稚園側の意見としては､｢年長児は幼稚園では自
信とほこりを持って活躍しているが､小学校に入り
１年生になると赤ちゃん扱いされるので､１年生の
できる力を認めてほしい｣ ｢幼小連携の活動で､幼稚
園児が小学校に招待されることが多いが､幼稚園児
がお客さん扱いされ､幼児自身の学びになっていな
いこと､幼稚園児でもできる力を認めてほしい｣とい
う意見がある｡
○異年齢教育や異なる学年同士での活動では､年長
者が年少者に対して世話をし､教えてあげるという
構図が大切である｡ 子ども同士が学び合う縦の関係
が重要であるが､年長者の視点だけでなく､１年生や
年長児などの年少者にとっての学びとは何かを常に
考えて連携する必要がある｡
○１年生は小学校の中では一番下の学年であるため､
その発達よりも幼く捉えられてしまうこともあるが､
１年生が有能感を持って学ぶためには､年少者とな
る幼稚園児との関わりにより自己の成長の過程を知
ることができる｡ そのためにも幼小連携は重要であ
る｡
○幼小連携の活動を考える際､小学校側､または幼稚
園側が指導計画の主となる場合がある｡ 幼小のどち
らかが主となりながらも､双方の子どもにとって意
味のある内容になるよう､幼小共同のカリキュラム
や指導計画を立案することが重要である｡
４) 幼小の評価方法の違い
小学校側の意見として､｢幼稚園の遊びの中での毎日
の教育目標が曖昧すぎる｣ ｢幼稚園では､教師が直感
的に関わっているようにみえる､子どもの成長をど
う評価しているのか｣ということが挙がる｡
○幼稚園では､教師は日誌や指導案を書き､子どもの
記録や教師自身の保育実践について振り返ることが
日課である｡ 他のクラスの教師同士の話の中で､子
どもの様子や出来事を話したりし､共通理解するこ
ともある｡ 指導計画の書き方は幼稚園独自で小学校
とも違うが､教師が子ども一人一人にねらいを持ち､
その都度達成できたかを評価している｡
○小学校と幼稚園では､指導計画の書き方から､評価
の仕方､教育観の違いや教育方法の違いなど､様々な
点が異なる｡ その違いを理解することから幼小連携
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は始まるので､幼小の教員が相互に交流､研修する機
会を設ける中で､相互理解が深まる｡
４. 連携を考える上での問題点
また､保育所・幼稚園の保育者と､小学校教員との
意識のズレだけでなく､連携を行う際に生じやすい
問題点を以下にまとめる｡
１) 上向き指向・一方通行の関係性からの脱却
様々な学校間での連携を考える際､上から下への
強い要求をしがちな傾向があり､｢大学は高校へ､高
校は中学へ､中学は小学校に､小学校は幼稚園に､幼
稚園は家庭に要求するという構図がある｣ ｢保幼小
連携の解決は､幼稚園側に答えを求められ､小学校が
どう受け止めるかの問いはあまりなく､保育所・幼
稚園側からの一方通行の関係性が存在する｣9)という
指摘がある｡ これらの関係をつくり替えていくこと
はとても困難であるが､保幼小の保育者・教師が､真
の相互理解と今までの体制を見直す必要がある｡ 保
幼小の保育者・教員が､｢連携は意味がない｣という
意識でいる間は､保幼と小学校の接続期の段差を乗
り越えられない子どもに対応することができないた
め､保育者・教員の意識改革が必要である｡
また､上から下への関係という点では､保育所・幼
稚園・小学校・中学校・高校においての｢教育目標｣
や教育水準は下げられないのか通常である｡ ただし､
｢教育内容｣や｢教育方法｣は現在の形でなくてもその
教育目標や教育水準を達成することはできる｡ よっ
て､保幼と小学校の各段階における教育内容や教育
方法を､子どもの発達や学習の達成度から見直すこ
とは子どもにとってより有意義であるといえる｡ 保
幼小連携の中でお互いの保育実践・教育実践を見て､
よりよい教育内容や教育方法を模索し､取り入れて
みることは重要なことであるといえよう｡
２) 地域性の崩壊による保幼小連携の難しさ
以前は､将来通う小学校区にある地域の幼稚園に
通う幼児が多かったが､最近は地域外の幼稚園に通
う幼児や､保育所に通う幼児の中でも自宅近隣の保
育所や保護者の勤務先近隣の保育所､地域外の保育
所や認可外保育所に通う子どもも多くなり､小学校
就学前の幼児教育施設の場が複数化・多様化してい
る｡ 小学校就学前に行われる保幼小連絡協議会など
を開催しても､多数の保育所・幼稚園関係者が集ま
ることもあり､地域性の崩壊が連携を困難にしてい
る場合がある｡
保幼小連携の実践例の中で､小学校就学前に保・
幼の年長児と小学校１年生が交流活動をする例があ
る｡ そこで年長児と１年生が顔見知りになり､小学
校就学に向けて､また新１年生を迎えるにあたって､
｢あの子と遊びたい｣という期待が高まることが一つ
の成果として挙げられているが､必ずしも連携した
小学校に幼児が就学するとは限らないので､その部
分の成果は望めない｡ また､連携する保育士・教師
同士との間で､｢幼児期に育てておきたいもの｣ ｢学
童期に育てたいもの｣などの相互理解が進むが､連携
先の小学校に就学しない子ども・連携先から来ない
子どもも多くなると､それらの連携の効果は薄くな
る｡ しかし､地域性の崩壊は止められない事態であ
り､今後も元に戻ることは難しい｡ 連携先との直接
的な成果は得られなくとも､全国で保幼小連携の活
動が活発化していくことが全体的な教育の向上につ
ながっていくと考えるべきである｡
３) 保幼小連携のための時間の設定
保幼小連携は重要であり､取り組まねばならない
が､実際には時間がとれないために連携の活動が進
んでいない園や学校もある｡ 保育所・幼稚園側が主
体となって連携活動をする場合や､小学校が主体と
なって連携活動をする場合など､どちらかがリード
する形で提案することが連携活動の時間を作るきっ
かけとなる｡
一方で､保幼小連携に限らず､最近は多くの学校・
機関・施設との連携が求められており､様々な連携
事業に取り組まねばならない｡ しかし､他機関との
交流が一時期に集中する場合には､正課の保育所・
幼稚園の保育活動や小学校の教育活動を妨げてしま
うことにもなりかねない｡ 充実した保育・教育内容
を行うことが重要である中で､連携事業との兼ね合
いの工夫が難しい点である｡
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５. 保幼小連携の意義とは
保幼小連携にはどのような意義があるかは､以下
の４点に集約される｡
の保育所・幼稚園から小学校への円滑に移行の
背景には､小学校就学時に45分間じっと授業を聞く
ことのできない子どもや学級崩壊などの｢小一プロ
ブレム｣がある｡ しかし､保幼小の教育目標・教育内
容・教育方法の見直しを行い､保・幼の年長児と小
学校の１年生との接続期の教育のあり方を見直すこ
とが､現在の保・幼と小学校間で段差のできる教育
システムの改善につながる｡ また､子ども一人ひと
りについての情報を小学校に伝えたり､特別な支援
の必要な子どもについての情報を小学校に伝達する
ことにより､子どもたちがよりよい小学校教育を受
けられることにつながる点からも重要である｡
の保・幼と小学校における異年齢教育とは､保
育所では０～５歳児､幼稚園では３～５歳児､小学校
では１～６年生が在籍するが､基本的には同じ施設
や学校内の年齢の子ども間でしか交流はできない｡
保幼小連携をすることにより､例えば保育所や幼稚
園の４歳児が小学校５年生と関わる機会が持てるな
ど異年齢教育の幅が広がり､校種が異なることによ
る異年齢交流の難しさを解消することができる｡
の保・幼と小学校のカリキュラムの検討は､保
幼と小学校の接続期の教育の見直しだけでなく､保
幼と小学校全体の教育目標・教育内容・教育方法の
見直しを行い､それぞれの立場や基本的考え方の違
いを乗り越えながら教育内容や教育方法の改善につ
なげていくという点からも重要である｡ 保幼小連携
の実践といえば子どもの交流活動が主となるが､単
に活動の共有にとどまるのではなく､保幼と小学校
の双方の子どもたちが何を得て何を身につけたのか
が読み取れる活動にすることが重要である｡ 子ども
の実体験に結びついた教育活動に取り組む中で､子
どもたちが周囲の世界に関心を持ち､意欲や態度､知
識や技能を身につけることができるよう､小学校の
生活科や教科の授業と保幼の設定活動の中で保幼小
連携を展開することが望ましい｡ 保幼と小学校の子
どもの発達や学ぶべき水準に合わせ､双方に活動の
目標やねらいのある実践となるように､保育者・教
師が構想することが重要である｡
の保・幼・小の保育者・教師の資質向上は､保
育所・幼稚園の保育と小学校の教育の違いを理解し､
それを超えてよりよい教育を行うために､保育者・
教師同士の交流・研究を通して子どもへの指導実践
の向上を目指すことである｡ 子どもへの指導目標・
指導内容・指導方法は経験により固定化しがちであ
るが､保幼小連携を通じて保育者・教師自身の教育
観や教育方法を見直し､改善する機会にできれば意
義があるだろう｡ 保育者・教師が積極的に保育実践
力・教育実践力を向上させるように､保幼小連携に
前向きに取り組んでいく姿勢を持つことが望ましい｡
６. おわりに
保幼小連携についてのまとめとして､以下の点が
挙げられる｡
一つは､保幼から小学校の移行期の教育をどのよ
うに行うべきかという点である｡ 保育所・幼稚園の
教育は､遊びと生活を柱とした生活経験カリキュラ
ムであり､小学校教育は教科に基づく教科カリキュ
ラムでの一斉教授の学習形態が主である｡ 保幼と小
学校は子どもにとって学ぶ内容や学び方があまりに
違うことで､保幼から小学校への学習にうまく移行
できない子どもも出てくる｡ その解決のためにも､
保育所・幼稚園では､小学校就学を視野に入れなが
ら教育内容・教育方法を見直すこと､小学校では､保
育所・幼稚園での子どもの育ちを踏まえた教育内容・
教育方法の工夫が必要である｡ ただし､保育所・幼
稚園ですべきことは､小学校の指導内容を早期に教
育することではない｡ 幼児期の保育でめざしている
ことを押さえながら､円滑に小学校就学に移行でき
るように､｢学びの連続性｣の観点からの教育の目標・
内容・方法の改善が重要である｡
二つには､幼児期と学童期の子どもの異年齢の育
ち合いを保障する教育を行うという点である｡ 幼児
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保育所・幼稚園から小学校への円滑な移行
保・幼と小学校における異年齢教育
保・幼と小学校のカリキュラムの検討
保・幼・小の保育者・教師の資質向上
期から学童期の子どもにとって､異年齢の子ども同
士の学び合いが､主体的な学びの姿勢を身につけた
り､人間関係力・コミュニケーション力を高めたり､
実生活に関連づけられた学びとなることにつながる｡
特に､保育所・幼稚園の年長児と小学校の１年生は､
発達段階的にも学ぶモデルとして近く､連携活動を
通じて相互に学び育ち合う学習の場となる｡ 一方で､
年齢の離れた年齢の連携活動もまた､年長児童の自
己成長感を確かめる機会になったり､幼児も安心し
て教わったり甘えたりする機会になる｡ 子ども同士
の育ち合いの観点からも保幼小連携を進めることが
必要であり､保・幼・小の教育課程(保育課程)を工
夫してみることが重要である｡
保幼小連携は､保育所・幼稚園と､小学校との教育
目標､教育内容､教育方法が異なっているため､連携
の中で様々な難しさが生じる｡ しかし､その衝突の
過程から､保育所・幼稚園・小学校での教育目標・
教育内容・教育方法を見直す機会にすることで､子
どもにとってよりよい教育を行うことにつながると
思われる｡
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